ヒガシ アジア ノ マンガ ジジョウ ト ONE PIECE ゲイジュツ カンコウガク ノ リロン ト ジッセン 6 by 平居 謙 et al.
東アジアの漫画事情と『ONE PIECE』 : 芸術観光学
の理論と実践(6)













































































ンライン」（2013 年 1 月 24 日 13 時 10 分）は、「『ONE PIECE』が一番人気がありますね」という若
者の意見を伝えている。これは「中国人のある若者の意見」に過ぎずデータ的な裏づけはないが、厦
門大学嘉庚学院で 2012 年度に 289 人5）の中国人学生に対して実施された調査によっても、その人気
の高さを確かめることができる。「日本のアニメーション／漫画で好きなものを好きな順に 5つあげ
て下さい。」というアンケート（項目は列挙せず、自由回答形式による）の問いに対して、以下のよ
うな集計結果が得られている。①『クレヨンしんちゃん』75 人 ②『ドラえもん』65 人 ③『ONE
PIECE』57 人 ④『スラムダンク』53 人 ⑤『名探偵コナン』51 人。ちなみにそのほかには
『NARUTO』『犬夜叉』『ポケモン』『テニスの王子様』『ちびまるこちゃん』『セーラームーン』のよ
うに続いている。今後の継続的な調査が望まれるところである。また、「中国江蘇省にワンピースの
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も良いほどである。」6）という盛況ぶりを誇り、『ONE PIECE』人気も高い。2013 年夏に本学に夏期研
修のために訪れた大学生（台湾 長栄大学）たちの多くも『ONE PIECE』に強い関心を示していた




という広報戦略である。また台湾で 2014 年に「ONE PIECE展」の開催が決定している旨の告知も
見られる。





















（ローリング・ストーン著 2001 年 11 月 フットワーク出版刊）であり、次いで『ワンピースの秘
密』（北沢ワンピース研究会著 2002 年 10 月 データハウス刊）、『グランドラインの歩き方』（ワン
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るように、読者が人生論的にアプローチし得る点が『ONE PIECE』の最大の魅力の一つである。そ
の後、『漫画ワンピースは、これからの時代のビジネスバイブルだ！』（徳永秦 2011 年 7 月 イー
セミ出版刊）『ルフィの仲間力「ONE PIECE」流、周りの人を味方に変える法』（安田雪 2011 年




学術的立場からの『ONE PIECE』研究は、本稿執筆の時点（2014 年 1 月）において確認しえるも
のとしては平居謙「冒険の誕生『ONE PIECE』論：ふたつの短編「ロマンスドーン」との比較を中
心に」（「保育研究41号」本学短期大学部2013年3月）「旧約聖書『ルツ記』と漫画『ONE PIECE』：
芸術観光学の理論と実践⑤」（本学年報 前号 2013 年 6 月）小野哲弥「悪魔の実 マーケットリサー
チ」（産業能率大学紀要 34－1 2013 年 9 月）平居謙「『ONE PIECE』と聖書」（「保育研究 41 号」本学
短期大学部 2014 年 3 月）のみであり、独立した 1冊の研究書8）となるとまだ 1冊もない。今後の批
評・研究の興隆が期待されるところである。
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1と 2に関しては日本でも 16 年以上連載され東アジアでも人気であることから充分に条件を満た
している。3は『ONE PIECE』のその虚構性が時代からの自由さの根拠である。最近のコミックで
－ 6－
































2） 山口直樹（北京大学科学と社会研究センター）は『市民科学第 22 号』（2009 年 2 月）の中で、中国において
も主文化と次文化（サブカルチャー）の入れ替わりが既に起こっているという、遠藤誉の『中国動漫新人類
－－日本のアニメと漫画が中国を動かす』における指摘に注目している。
3） 例えば日本政府観光局（JNTO）は 2011 年「ジャパン・アニメ・マップ」を作成。日本の魅力を新たに発信
しようと試みている。これは人気アニメを活用した初の全国版案内マップである。
4）「国際読書」の為の下準備として、2013 年度内に、中国人留学生、日本人学生のグループ別に、計 15 回の討
論会を行っている。
5） 内訳は紙によるアンケート 217 人 電子メールによる回答 72 人であった。ちなみに ①『クレヨンしん
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ちゃん』50人（電子）＋25（紙）＝75人 ②『ドラえもん』36人（電子）＋29（紙）＝65人 ③『ONE PIECE』
39 人（電子）＋18 人（紙）＝57 人 ④『スラムダンク』30 人（電子）＋23（紙）＝53 人 ⑤『名探偵コナン』
26 人（電子）＋25（紙）＝51 人。また、日本のアニメについて中国のネット上で挙げられているランキング
（http://www.zerodm.net/dmphb.html 参照）によれば 1位は『ONE PIECE』で、2位は『NARUTO』、3位
が『FAIRY TAIL』である。
6） 日下翠『漫画学のススメ』 p272
7） 2010 年データハウス刊 平居謙著
8） 本稿と並行して進行中の『ワンピース観光学』（仮）はデータハウスより 2014 年刊行予定。観光学の立場か
らの『ONE PIECE』に関する研究。
9） R・S・ガネット作 わたなべしげお訳 （原題“My Father’s Dragon”）
10）この論考は、非常に作品の魅力に関する著者の慧眼を感じさせるものである。そこには『ONE PIECE』の
魅力として 1 潜在的欲望の充足 2 可愛いキャラクター 3 能力者と普通人の中間性 4 レトロ性…パロ
ディ性などの指摘に満ちている。
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A Role ONE PIECE Plays as a Bridge across Japan
and East Asian Countries
HIRAI, Ken・WANG, Juan
CHEN, Hung Wen・YAO, A Ling
A serial comics called ONE PIECE is extremely popular not only with the Japanese audience but
also with the audience abroad. It is especially well-received by young peoples in East Asian countries,
so much so that some of them start learning Japanese or doing research on Japan. One of the charms
of ONE PIECE may be that both the fictitious and real worlds coexist in the stories. Another charm is
that the delicate balance between the two is always well kept. Still another appealing point is that
while reading ONE PIECE , the readers are presented with many kinds of problems that they are
likely to encounter and be required to solve in their real-life situations. It is quite possible that such
features mentioned above will naturally make ONE PIECE an excellent and valuable material to be
used for academic as well as educational purposes, to say nothing of its important contribution to
international exchange with our neighboring countries.
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